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祭のまち　イメージ図
いのり



車庫折りたたみ格子戸

まちなかギャラリー

・道路に面している壁面（フェイス）は揃えましょう
・軒先を揃えて、連続性を演出しましょう
・建物はできるだけ２階建てにしましょう
・屋根の形状は平入り、入母屋にしましょう

まちづくりの基本事項
祭のまち　イメージ図
いのり

建物間の
目隠し格子戸

木製格子
屋根置き看板和風建具

暖簾（のれん）
オーバースライダー
（木格子）

バッタリ
（床几）



日光東町まちづくり規範
 【まちづくり】 

■まちづくりの視点

■まちづくりの作法

保全すべき資源の活用

日光東町を巡るツアーを企画しましょう！

Ａ-５

【考え方】 

　日光東町には、知る人ぞ知る、歴史的言わ
れや祠、道祖神等々がたくさんあります。こ
れらに物語性を与え、上手につなぎ、観光客
にも楽しめる散策コースとし、回遊性の高い
まちづくりに取り組みましょう。

【留意事項】
 ・色々なコース、物語性を持った「街中ツア
ー」を企画するなど、観光客を案内しても
らえる仕組みをつくる。 
 ・地元の住民が長い歴史の中で培われた数多
く残されている歴史、文化資源を見直すこ
とは、町を知るために重要なことであり、
観光客とのコミュニケーションの材料にも
なる。 

【参考】日光東町を巡るツアーの例
●鉢石宿のおひなさま
　＜主催：日光鉢石宿のおひなさま実行委員会＞ 
街中のおひなさまを見てもらうとともに、観
光客をお茶やイベントなどでおもてなしして
いる例。 

●日光桜回遊　＜主催：日光桜遊会＞ 
日光には樹齢200年を超える桜の名木が多数
あることから、老舗や銘店が桜にちなんだお
もてなし商品を開発。おもてなし商品ととも
に、歴史息づく門前町の桜めぐりを楽しんで
もらおうとする試み。  

●日光門前ぐるっとまち歩きガイドツアー
　＜主催：ＮＰＯ法人日光門前まちづくり＞ 
まちに潜む歴史、生活、文化などを発見・発
掘しながら日光の門前地区を楽しむガイドツ
アーの例。 

[ルート例]JR日光駅前広場⇒東武日光駅前
広場⇒国道119号⇒石屋町公園⇒稲荷神社
⇒虚空蔵尊⇒郷土センター⇒下鉢石町・新
谷⇒日光総合支所⇒観音寺⇒神橋前 



日光東町まちづくり規範
 【まちづくり】 

■まちづくりの視点

■まちづくりの作法

賑わいのあるまちづくり

商業力を高めましょう！

Ｃ-１

【考え方】 

　日光東町の商業力が高まるように、より魅
力ある店舗づくりに取り組みましょう。  

【留意事項】
・店構え、品揃え、接客術などをさらに向上
させて、店舗本来の魅力を高める努力が基
本である。
・土産物店は、メイドイン日光の品揃えの充
実を心がける。
・お店の雰囲気が店先に漏れるような建物の
工夫としては、ウインドウショッピングを
楽しめるようシャッターはシースルーにす
る。日光東町の商店の中には、ショーケー
スを上手に演出している例も見られる。 
・お店のディスプレイをシースルーにし、上
手に演出するということは、歩く人に商品
や店舗を見てもらうという効果をもつだけ
でなく、夜は店先に灯りがこぼれ街並みを
明るくすることにもなる。

【参考】
●日光東町の店先の明かり
店の明かりは、まちを明るくすると共に、店
の中の雰囲気もまちに滲み出し歩く人を楽し
ませます。 

仁右衛門さんの店先（昼）

三島屋さんの店先（昼）
店内では日光彫を、店先では人形焼を販売している

吉田屋さんの店先（夕方）

三ツ山さんの店先（夜）

吉田屋酒店さんの店先（夜）



日光東町まちづくり規範
 【まちづくり】 

■まちづくりの視点

■まちづくりの作法

賑わいのあるまちづくり

空家空店舗を活用しましょう！

Ｃ-２

【考え方】 

　空き家や空き店舗を活用する仕組みを導入
し、町外の人々にも商売を行える機会を広げ、
新たな商業の賑わいを創出しましょう。

【留意事項】
 ・日光東町は、商業地域、近隣商業地域に指
定されているが、空き家や空き店舗が増え
ている。しかし、外部資本による商業施設
の立地がみられるようになり、日光東町で
商売をしたい、と考える外部の方々は少な
くないと言える。
 ・家を建て直す機会があれば、貸したい、借
りたい、の関係が成立するよう、店舗と住
居の分離した建物のつくりなど、貸しやす
い環境をつくることが重要である。

【参考】
空き店舗から貸し店舗への転換が図られた例 

●空き家情報登録制度「空き家バンク」
（日光市地域振興課の取り組み）
空き家バンクは、市内に空き家を所有し、売
却や賃貸を希望する方からの申請により、空
き家の情報を登録し、市のホームページ等で
広く公開することにより、市内への移住を希
望する方等、空き家の利用を希望する方に紹
介する制 度です。 

薬局からカフェへ

古美術店→カフェとなった例 

区画を分けて貸し店舗にしている例 



日光東町まちづくり規範
 【まちづくり】 

■まちづくりの視点

■まちづくりの作法

おもてなしのまちづくり

分かりやすい案内をしましょう！

Ｄ-４

【考え方】 

　案内は、分かりやすい案内板を設置すると
ともに、案内板だけに頼るのではなく、困っ
ている人に声をかけたり、分かりやすく案内
を行う工夫が必要です。観光客への声かけに
よる案内は、ふれあいの機会でもあり、積極
的に行いましょう。  

【参考】
●手作り観光マップの例…「日光まちず」
 ・東町、西町共通のわかりやす
い案内、サインを提供するこ
とを目的に「日光まちず」を
作成しました。マップは、表
面には、現在地を確認できる
「どこナビ」を掲載した地図
を、裏面にお店の位置や電話
番号を載せ、使いやすく工夫
されています。   

【留意事項】
 ・案内板のデザインや盤面の内容（コンテン
ツ）は、地域の方々を交えて決めることが
大切である。
 ・地域の紹介したい内容を手作りのマップで
地元から発信すると、そこでしか入手でき
ない特別な観光マップができる。（→［参
考］）    

●案内板（サイン）の例
 ・直線的な誘導から、 
利用者の好奇心を
くすぐるような面
的誘導を図る目的
で、さまざまな種
類（説明する内容
と表示の仕方）の
サインを組み合わ
せ配置しましょう。 
 ・位置が確認できる
よう、案内板とマ
ップをリンクさせ
ると、さらに分か
りやすい案内板に
なります。    



神聖な気持ち

標　高

色に例えて

上鉢石町 中鉢石町 御幸町 石屋町 松原町下鉢石町

落ち着き 明るい

神橋

日光東町まちづくり規範
 【街並み】 

■まちづくりの視点

■まちづくりの作法

各町の特徴を活かしたまちづくり

門前町としての特徴を活かしましょう！

Ｅ-１-２

【考え方】 

　「日光駅から神橋までの１．４ｋｍの道の
りを歩いていくにしたがって、気持ちが落ち
着き神聖な気持ちになっていくようなまちな
かの空間づくりをおこなう」とメインテーマ
にあります。 日光東町は門前町であることを
共通認識するとともに、「祭（いのり）のまち」
の特徴の変化を感じさせるまちづくりを行い
ます。  

【参考】
●日光東町６自治会の特徴

【留意事項】
 ・松原町を通過する観光客には、鳴虫山や奥
日光の登山客も含まれます。東武日光駅が
山小屋風の駅舎なので、まちなみにはこう
した背景を意識することも必要です。
 ・上・中・下鉢石町は、二社一寺に近く、伝
統的な和風の建築が並ぶ空間がイメージし
やすい。また、古くから「宿場」であった
ことから、日光街道の最後の「宿」として
の性格を意識したまちづくりが望まれま
す。   ・それぞれの地区の持っている個性を大切に

発揮しながらも、地区の個性がゆるやかに
連続するまちづくりを行うと、街並みを歩
く楽しみが生まれます。   

松原町から上鉢石町に向かって、少しずつ変化があると考えられます。 

駅

高
低



日光東町まちづくり規範
 【街並み】 

■まちづくりの視点

■まちづくりの作法

各町の特徴を活かしたまちづくり

町印やイメージカラーの活用を図りましょう！

Ｅ-２

【考え方】 

　「町印」は、自治会単位で有する文字通り
「町」の「紋」「印」です。東町の町印は、町
単位で行う弥生祭の家体の提灯などにみられ
ます。「町印」や、家体などのまん幕に使わ
れている町の固有の色を活用し、各町の個性
をまちづくりに活かしましょう。 

【留意事項】
 ・各町が、町の個性化のために町印を多用す
ると、うるさく感じる可能性が出る。
 ・各家に応用するのではなく、街路空間のブ
ロック化につながるように配置する。
 ・町印やイメージカラーを統一することで、
各町の個性が街路空間において、より発揮
できる。        

【参考】
●日光東町の町印
　町毎に町印や家体のまん幕の色が異なります。

上鉢石町

下鉢石町

中鉢石町

御幸町

松原町石屋町

稲荷町 東和町

上鉢石町

下鉢石町

中鉢石町

御幸町

松原町石屋町

稲荷町 東和町

相生稲荷神社に
掲げられる提灯    
（相生町の町印） 

●町印の取り入れ方
町印は、各町のアイデンティティ（個性）を
表現するものとして、色々な応用が考えられ
ます。  
例）・公民館などの公共施設
　　・街路灯
　　・サイン（案内板）
　　・番地プレート  など 

御幸町家体庫の町印 

国道１１９号街路灯の町印（松原町地内） 

石屋町街区公園内の家体庫に掲げられている
絵に描かれた石屋町家体と町印 



 

   左から、小売店、専用住宅（建物内の車庫つき）、飲食店駐車場、飲食店となっています。 

ご近所さんと話し合いをすることで、

連続性が生まれます。 

現 況

このイメージ図は、実際に御幸町において、歩道整備にあわせて建て替えを予定
されている建て主の方々が話し合いを持ち、連続性のある街並みとなるように、
４軒の方が合同で建築士にデザインしてもらった例です。       

＜参考資料＞

連続する建築物のイメージ    連続する建築物のイメージ    

　日光東町まちづくり推進委員会では、これからも『日光東町まちづくり規範』のステップ
アップ作業を通して、連続性と調和のある街並みづくりを検討していきます。 
　街並みづくりの方法についての相談も受け付けておりますので、下記のワーキンググループ
委員まで、お気軽にご相談ください。

 日光東町まちづくり推進委員会 ワーキンググループ委員（敬称略） 
【上鉢石町】竹　内　俊　朗　　吉　田　和　宏
【中鉢石町】三ツ山　一　明　　鬼　平　　　裕 
【下鉢石町】高梨 弘志（座長）　　落　合　慈　孝　　高　村　英　幸
【御　幸　町】近　嵐　藤　枝　　大久保　科　子　　福　田　純　夫
【NPO法人日光門前まちづくり】岡　井　　　健　　 【アドバイザー】阿久津　新　平 

日光東町まちづくり規範 ＜平成 26年深化版＞
発行　平成 26年９月

日光東町まちづくり推進委員会
委員長　髙　梨　弘　志

（事務局）日光市建設部都市計画課　℡21-5102
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